
守山まるごと活性化 議事要旨    

会議名： 

日時：平成 30 年２月８日（木）午後７時 30 分から 

場所：守山会館２階 図書室 

出席者：相宮代表、園田副代表、舟橋、千代、竹村、伴野、礒 

出席者（行政）：守山会館 田中館長、菅主事 

使用資料：庁舎整備時期の延伸について、国道８号野洲栗東バイパスについて、旧中山道 

（焰魔堂町交差点～守山銀座西交差点）の終日一方通行規制、草津・栗東・守山

くるっとバスの運行について、広報もりやま 2018 年 1 月 15 日号街かどフラッシュニ

ュース 

議題 
１．最近の行政関係等の動きについて 

２．守山学区の他のプロジェクトの取組みについて 

会議要旨 

内容 

１．最近の行政関係等の動きについて 

(1)庁舎整備時期の延伸について 

当初のスケジュール（平成 34 年建て替え完了）より大幅に遅らせることとなった。 

≪理由について≫ 

・土壌調査、入札がスムーズに進むとは限らないこと 

・教育・福祉の面でも課題が多いこと 

・環境センターのこともあり財源確保が難しい 等 

【意見】 

・今の市役所本庁舎はいつ頃建てられたのか。→昭和 42 年頃。県内で一番古い庁舎である。 

・草津市の庁舎は綺麗で魅力的な庁舎だと思う。→草津市は建て替えの際に、旧庁舎の隣に 

 新庁舎を建てたため、業務を続けながら建て替えが可能だった。 

（裏面に続く） 

決定事項 次回 平成 30 年４月 26 日（木）午後７時 30 分から 

次回以降につ

いて 

最近の行政関係等の動きについて 

防災マップについて 

平成 29 年度 第５回守山学区まるごと活性化プランＣプロジェクト会議 

作成者：菅 



会議要旨 

内容 

(2)国道 8 号野洲栗東バイパスについて  

野洲～栗東間の国道８号は物流や通勤など様々な理由で利用されており、その影響で慢性的に 

混雑している。この状況を改善するため、野洲栗東バイパスが計画されている。 

【意見】 

・住宅が増えたこともあり、通勤通学の時間帯が非常に混雑している。 

・朝は市内からアグリの里の信号までの間に、同じ信号で５～６回停まったこともある。 

・物流関係の方から、守山への物流は時間がかかると言われたことがある。 

・午前７～９時は乗用車やトラックが南中学校前まで並んでいることもある。 

・人口は８万人を超え、１世帯に車を２台も３台も持つ時代。交通量が増えるのは当然のこと。 

・工場や企業の方にとって便利なようにしないといけない。 

 

(3)県道大津能登川長浜線道路整備事業について  

子どもや高齢者の安全を確保するため、焰魔堂交差点～銀座西交差点を終日一方通行にする。 

車がスピードを出さないように狭窄個所が設けられる予定。中山道の歴史的な景観にも配慮して 

ほしいと県には伝えている。 

【意見】 

・住宅の屋根が一部道路側に出ているところがあり、屋根に車が当たらないか心配。 

・ＣＯ-ＯＰ前の道路が開通すれば、そちらを使う車がほとんどでは？ 

・例えば中山道を石畳にして地域住民に通行許可証を渡し、完全に生活道路にするくらいでも 

 よいのではないか。 

・道路に色を塗るのも風情がない。 

・県は積極的に取り組んでくれていると思う。 

 

(4)草津・栗東・守山「くるっとバス」の運行について 

市域の路線バスの交通空白を解消するために近隣市と連携して交通ネットワークを形成する。 

対象は主に守山駅東口（宅屋線、大宝循環線） 

 

２．守山学区の他のプロジェクトの取組みについて 

A 自治会魅力向上プロジェクト 

 ・わがまちミーティング(12/10)の開催 

 ・自治会ハンドブックを作成中 

 ・「市民参加と協働のまちづくりフォーラム」(2/18)で取り組み発表 

 



B 守山の歴史・伝統文化再発見プロジェクト 

 ・中山道春夏秋冬カレンダー作成・配布(昨年 12 月) 

 ・中山道散策マップ作成中(今年度中に完成予定) 

 

D 水とホタルから輝くプロジェクト 

 ・環境バランス水槽(ホタルの幼虫を育てる水槽)の守山会館に設置 

 ・学区民のつどいで水槽展示(昨年は雨天により他のブースの展示場所確保のため中止) 

・３月末に会館付近の河川に幼虫を放流予定 

         

３．今後の進め方について 

  ＪＲ東側について、市としては工場・倉庫等、避難所として使用できないか危機管理課が引き続き 

交渉を続けていく方針。 

それに伴い、防災マップを最新の情報に更新する必要性があるので、紙媒体で発行せず市の 

ホームページに掲載することに留め、比較的簡単に更新できるようにする。 

最終年度は、東側の居場所づくりについての提言をまとめる方向で検討していく。 

 


